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1. 気象情報改善に向けた最近の取り組み

・大雨警報と台風情報の総合満足度
・雨量予測の改善
・注意報・警報対象地域の細分化
・台風情報の高度化
・都道府県と共同で実施する洪水予報
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大雨警報 台風情報

評
価

点

１３年度 １６年度 １８年度目標

評価点
回答毎に次の得点を与えた平均点
　「満足」 100
　「まあ満足」 67
　「やや不満足」 33
　「不満足」 0

防災情報の満足度調査：
気象業務に関する改善成果の把握や改善方向の検討のため、全都道府県、全市長
村等防災関係機関等を対象とするアンケート調査。

業務目標：
平成１３年度の各情報毎の総合満足度を基に、１８年度の業務目標を設定。本年度
は中間測定を実施。

（１６年度の結果は速報集計による）

大雨警報と台風情報の総合満足度



4

指標：

20km格子毎に、３時間先までの合計雨

量の予測値と実況値の比率を指標とする
（目標値：0.57）。

　ただし、対象とする事象は、予測値と実況値
の合計が30mm以上の降水　（左図赤線内の
領域）

業務目標：３時間先までの雨量予測値精度を１４％改善

平成１３年　　平成１４年　　平成１５年．．．．．　平成１８年

０．５０

０．５８ ０．５７
０．６４

平成１３年度に設
定した目標値

強い降水の予測の雨量比率
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雨量予測の改善（大雨警報の検証）
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（例）

４細分区域 → ８細分区域
（平成15年3月1日）

注意報・警報対象地域の細分化

平成１５年度業務目標
　 ５５の府県予報区について二次細分区域を設定

　　　平成１３年３月　　　　　　３２ 　/ 　２２６
　　　平成１４年３月　　　　　　４７ 　/ 　２９４
　　　平成１５年３月　　　　　　５４ 　/　 ３５６
　　　平成１６年３月　　　　　　５５　 / 　３６２

二次細分区域を設定し
ている府県予報区の数 対象地域をより明確に/　二次細分区域の数
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実時間に対応した推定位置が
利用可能

72時間予報
650 km→500 km

48時間予報
410 km→310 km

24時間予報
200 km→170 km

台風情報の高度化

予報精度向上を踏まえ、平成１６年６
月１日から予報円（＊）を小さくした。
点線：これまでの予報円
実線：平成16年6月1日以降の予報円

○台風進路予報の精度向上

○１時間後の推定位置の発表

平成１６年については、台風第２７号までの精度
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予報誤差 (km)

72時間予報

48時間予報

72時間予報（3年平均）

48時間予報（3年平均）

17年目標

平成１７年度
業務目標
360km

台風中心位置の予報誤差の推移（平成元～1６年）

平成１５年度業務目標

10時の台風推定位置

●

（１０時の推定位置）

（９時の位置）

（暴風域（推定））

（強風域（推定））

平成１５年６月１日から実施
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気象台 都道府県

河川状況の監視／ 予測気象状況の監視／予測

洪水予報

国が管理する河川だけでなく、都道府県知事が管理
する河川についても洪水予報を実施できるよう水防
法・気象業務法を改正（平成13年6月）

都道府県と共同で実施する洪水予報

河川名を示した河川において、区間を指定
して都道都道府県と共同で洪水予報を行っ
ている。（平成16年11月現在）
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各年度毎の新規実施状況

新
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平成14年6月1日

～平成15年3月31日 4水系5河川（3県）
平成15年4月1日

～平成16年3月31日 7水系12河川（5府県）
平成16年4月1日

～平成16年7月2日 8水系12河川（7道府県）

平成16年11月現在 19水系29河川(15道府県)

平成１６年度業務目標
１５道府県で指定河川
洪水予報業務を実施
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2. 台風に関する気象情報の充実

・数時間先の台風予報
・３日より先の台風予報
・台風進路予報の表示方法
・台風に関する風・雨・潮位情報の充実
・熱帯低気圧に関する情報
・台風から変わった温帯低気圧に関する情報
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●３、６、９時間先の予報など１
２、２４時間予報より短い時間
間隔の予報の要望

●日本付近では１２、２４時間よ
りも短い時間間隔の位置・中心
気圧・最大風速等の予報を行う

【短期】

29日09時

 970
29日21時

30日

12時間予想

24時間予想

「平成１３年度防災気象情報の満足度に関する調査」等

移動速度が速い場合
何時ごろ影響が強い
のかわからない

（現状）日本付近では、１２時間
先、２４時間先の予報を３時間
毎に発表

数時間先の台風予
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●台風の影響を大きく受ける利用
者から３日より先の台風予報への
要望

●精度と情報提供のあり方に留
意しつつ、新たな技術を取り入れ
て３日以上先の台風予報を目指
す。

【中期】

8

21日09時
22日09時23日09時

 985

 960
 920

24日09時

25日09時
26日09時

3日後

2日後

1日後

「平成１６年度防災気象情報の満足度に関する調査」

（現状）７２時間予報を１日４回発表

３日より先の台風予報
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26日21時

27日09時

27日21時
28日21時

予報円が重なってわかりづらい
●速度が遅い場合、予報円が重なってわか
りづらい

●報道機関と協議の上、一定のガイドライン
を作成し、台風の予報位置と誤差・強度・暴
風半径等に基づいて、視覚的にわかりやす
く理解しやすい表現方法を報道機関等で工
夫できるよう、方策を検討する。　　　 【短期】

台風進路予報の表示方法
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-1500 -1000 -500 0 500 1000 1500

72時間予報の誤差

●予報円（正円）では、誤差の特性を十分
表現できない

●誤差特性を反映する表現方法を検討
【中期】

km

台風解析位置の進行方向に対応する軸を配置した場合の７２時間
予報の位置の誤差。２００１年～２００３年の転向後の台風。
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台風に関する風・雨情報の充実

●現状の暴風域は円で表現されている
ため、地域毎、台風毎の暴風の状況を
的確に表現できない
●降雨についても同様
●１０分間平均風速に加え、最大瞬間
風速への要望

●風・雨の分布状態をわかりやすく示
す新たな表示方法を検討

【中期】
●１０分間平均風速に加えて最大瞬間
風速により、台風の強さを表す

【短期】

台風中心

「平成１３年度防災気象情報の満足度に関する調査」等

台風周囲の風の分布

台風周囲の雨の分布

最大瞬間風速 40.2m/s

10分間平均最大風速 17.5m/s
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高潮についてのきめ細かい予測情報

○ 高潮について、地域特性を踏ま
えた、よりきめ細かい予測情報や
防災気象情報の提供が求められ
ている。

○ 部外機関の観測データのより一層
の共有化【短～中期】

○ 他機関とも技術的連携を図りつつ、
量的予測の充実に向けて積極的

に高潮モデルの技術開発を推進。

【中期】

気圧の分布

風の分布

予測される潮位

台風の中心

入
力

入
力

潮位上昇

台風の進行方向

高潮予測モデル

技術開発による精度向上
　・高分解能化
　・波浪による効果を考慮　等

部外潮位計の活用

気象庁

香川県

坂出市

データの共有化
を一層促進
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高潮に関する情報の高度化

○ 高潮について満潮時間のみが強
調されすぎ、警戒すべき時間帯が
見過ごされる等、発表者の意思
が十分伝わっていない。

「高潮災害聞き取り調査報告（高松地方気象台）」等

○ 高潮の特性や気象庁からの情報
の内容等について、国民や防災関
係機関に周知。 【短期】

○ 報道機関とも連携し、高潮に関す
る情報の表現方法を検討。 【短期】
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22:42
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246cm

観測開始以来
最も高い潮位
を観測

30日18時～
31日03時
ピークは00
時頃（2.2m）

平成１６年台風第１６号時の高潮に関する気象情報（香川県）

坂出市避難勧告
２１：４０

高松市避難勧告
２２：００～２２：４０

丸亀市避難勧告
２２：５０～２３：２５

満潮時刻
　23：59

これまでの潮位記録
１８７cm（1991.9.28）

警報基準：180cm

注意報基準：150cm

高
松

検
潮

所
の

潮
位

（
cm

）

３０日００時 ３１日０６時３１日００時３０日１８時３０日１２時３０日０６時
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（現状）熱帯低気圧の情報は台
風と較べ十分ではなく、報道等で
利用する体制も不十分

●日本に接近する熱帯低気圧
について、台風に準じた情報提
供を検討

【短期】

台風第11号の経路

台風となった１２時間後には四国に接近

5日9時

4日9時

4日21時
●台風情報が突然開始されるこ
ととなり、適切な防災対応が困難

台風発生！

熱帯低気圧に関する情報



16

7日09時

7日15時

7日21時

8日03時

8日09時

8日12時

●温帯低気圧は台風と較べ強い
風の範囲が広い
●温帯低気圧に変わると、関係
機関へ伝わる情報量が減少し、
防災対応が困難

●温帯低気圧の特性に応じた
情報内容の改善

【短期】
●台風から変わった後も、台風
に準じた情報提供を検討

【短期】

台風第18号の暴風域

アメダス風速と赤外画像

台風から変わった温帯低気圧に関する情報

7日9時 7日21時 8日9時
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3. 豪雨に関する気象情報の充実

・ 防災気象情報の役割の明確化
・ 土砂災害に関する警報の独立運用
・ 中小河川の洪水警報の高度化
・ 市町村を対象とした警報の発表
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防災気象情報の役割の明確化

避難勧告等

避難準備

待機・注意

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
適
合
し
た
、

警
報
等
の
防
災
気
象
情
報
を

発
表

防災活動の段階については、現在、内閣府の「集中豪雨
時における情報伝達及び高齢者等の支援に関する検討
会」で検討中。

判断基準の策定
警報等の情報
内容に反映

○ 防災気象情報の役割が防災機関などに
正しく理解されず、避難勧告の発令等に
有効に利用されていない

「平成１３年度防災気象情報の満足度に関する調査」
「防災気象情報の活用に関する調査（中間報告）」　等

○ 予測精度等を考慮し、警報等のリードタイ
ム、発表基準等のあり方について、関係
省庁、有識者と検討中

【短期】【中期】
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土砂災害に関する警報の発表

○ 想定される災害の種類を明示した情報が求め
られている。

○ 土砂災害のおそれが継続するため、雨がやん
でも大雨警報が解除されない。

「福井豪雨災害関係省庁合同現地調査結果」
「平成１３年度防災気象情報の満足度に関する調査」

○ 土砂災害に関する警報等を
発表（大雨警報等から独立）。
【中期】

○ 平成１７年度以降準備のでき
たところから土砂災害警戒情
報を運用【短期】

土砂災害に関する防災気象情報の発表
平成１６年７月福井豪雨時の美山町の例

□□県土砂災害警戒情報第×号 　　　平成△△年□月□日□時□分
△△県　△△地方気象台　共同発表

警戒対象市町村：○○市、××町
今後2 時間以内に、大雨による土砂災害の危険度が非常に高くなる見込みです。
土砂災害危険箇所及びその周辺では厳重に警戒して下さい。警戒対象市町村

での今後３時間以内の最大1時間雨量は多いところで60mmです。

問い合わせ先
○○○-○○○- ○○○○( □□県砂防課)
×××-×××- ××××( □□地方気象台)

20km/h

30km/h

実況強雨域
（1時間30mm以上）

凡例

発表対象市町村

長さは1時間の
移動距離に対応

土壌雨量指数積算雨量１時間雨量

都道府県と気象台が共同で発表
する土砂災害警戒情報の例

土砂災害
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７月の月間雨量平年値
236.7mm

大
雨
洪
水
注
意
報

16:42

注
意
報
解
除

21:43

大
雨
洪
水
注
意
報

2:09 2:34

警
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警
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土壌雨量指数が過去１０年間
の記録を更新した場合に発
表。「過去数年間で最も土砂
災害の危険が高まってい
る。」

5:30
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中小河川の洪水警報の高度化

可能な限り地
域を絞り込ん
だ洪水警報等
をめざす。

国や都道府
県が指定する
重要な河川
（主に大河川）

その他の河川
（主に中小河川）

国または都道府県と共
同の各河川を対象とし
た指定河川洪水警報

二次細分区域を対象と
した洪水警報

地域・時間の絞り込み

C市

時刻

危険度

洪水に関する警報

指定の促進

中小河川の洪水予測手法の確立
・上流に降った雨の効果を下流の洪水
危険度として把握できる手法の開発
・必要に応じて関係機関とも連携

局所的な雨量
の実況・予測

より詳細な情報が
求められている。

より多くの河川で、
いつ、どこで危険
が高まるか、住民
や防災機関が把握
できるようになる

【短期～中期】

新しい洪水警報
　・地域を絞り込み
　・危険な時間帯を明示

例

新潟・長岡・三条地域では、洪
水による氾濫の恐れが高まっ
ています。見附市、三条市付
近では、１３日９時から１８時
頃まで河川の氾濫による浸水
に厳重に警戒してください。
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市町村を対象とした警報の発表

○ 災害をもたらす現象は、地域的・
時間的にかなり限定されて集中
的に発生することが多い。

○ 市町村名が明示されないため、
緊迫感がない。

「平成１３年度防災気象情報の満足度に関する調査」等

○ 国民や防災関係機関による地域
ごとのきめ細かい防災に資するも
のとなるよう、市町村を対象とした
警報をめざす。

【中期】

対象区域を限定
することにより、
空振りを少なくす
る

大雨が予想さ
れる領域
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4. 気象情報の充実に向けた共通の取り組み

・ 観測・予報技術の向上
・ 災害発生ポテンシャルの開発・高度化
・ 防災気象情報の伝達・提供の改善
・ 防災気象情報に関する普及・啓発の推進
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：気象庁（アメダス）
：県
：国土交通省

観測・予報技術の向上

実　　況○新たな観測技術の導入による予測精度向上

改
善

航空機による観測

（気温、気圧など）

航空機による観測

（気温、気圧など）

ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰﾚｰﾀﾞｰ

（風、雨粒など）

ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰﾚｰﾀﾞｰ

（風、雨粒など）

GPS
（水蒸気量）

GPS
（水蒸気量）

２００３年１０月１３日０６時までの３時間
降水量。上は実況、下の２つの図は１０
月１３日０３時を初期値とする予測

ドップラーレーダー
＋航空機観測データ利用

従来のデータのみ利用

部外データを含め、全国
約5200の雨量計を利用

アメダスのみ全国約1300
の雨量計を利用

各機関が熊本県内に
管理する雨量計

降
水
短
時
間
予
報
（ミ
リ
）

○関係機関の観測データ活用による予報精度の向上

降水短時間予報の改善
平成15年8月6日～10日（台風10号）の、全国のアメダス雨量に対応する降水短時間予報
の1時間後の予測雨量の度数分布図。対角線上に度数分布が集まっており精度が向上

している。特に強雨で顕著である。

新たな観測技術の導入によるメソ数
値予報モデル精度の向上例

改
善

アメダス雨量（ミリ）

アメダス雨量（ミリ）
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災害発生ポテンシャルの開発・高度化（土砂災害１）

土壌雨量指数土壌雨量指数

過
去
の
履
歴
情
報

土 壌 雨 量 指 数
現在の土壌中の水分量と履歴順位

大雨注意報・警報への活用　
防災気象情報の高度化

レーダー・アメダス解析雨量レーダー・アメダス解析雨量
降水短時間予報降水短時間予報

雨
降った雨は地表から徐々
に土壌中に浸透していく
とともに、いくつかの段階
を経て他に流出していき
ます。
その浸透・流出過程をモ
デル化したのが左の図の
縦に3個並んだタンクで、

これらのタンクに貯まって
いる水分量の合計を指数
化して表したのが「土壌
雨量指数」です。

山崩れや崖崩れ等の
土砂災害は、

土壌中に含まれる水分量と
深い関係があります

雨量に基づく土砂災害の起こりやすさを示す指標の開発
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災害発生ポテンシャルの開発・高度化（土砂災害２）

• 対象は、土砂災害発生数が多かった上位10県（茨城、千葉、富山、三重、和歌山、島根、岡山、広島、熊本、鹿児島）。なお、北海道は面積

が大きいため除外した。
• 検証に使用した土砂災害は、山崩れ、崖崩れ、土石流、地すべり、道路・鉄道の崩壊等を含む（1991年～1998年、総事例数＝約31,000件）

• 土砂災害の発生時刻が特定できないものが多いため、発見・発生日とその前日の２日間の間に「ひと雨」のピーク値が存在した場合に適
中（捕捉）としている。

あり

なし

ＢＡ

Ｃ －

なしあり

実況

警
報

土壌雨量指数と土砂災害の関係

0
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70

80

90

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

土壌雨量指数の履歴順位

％

見逃し率（指数）

空振り率（指数）

見逃し率
（24時間雨量警報基準）

空振り率
（24時間雨量警報基準）

土砂災害報告数が多かった上位10県を対象

○ 雨量基準に基づく警報に比べ、

空振り・見逃しを少なくすることが
できる。

○ さらなる指数の改善が必要。

見逃し率＝Ｃ／（Ａ＋Ｃ）
空振り率＝Ｂ／（Ａ＋Ｂ）

　Ａ～Ｃは、下図のとおり。実況では、市町村
毎にひとつ以上の土砂災害が記録されている
場合に「あり」、そうでない場合に「なし」。指数
に基づく警報では、各市町村の一部でも土壌
雨量指数が対応する履歴順位を越えた場合
に「あり」、そうでない場合には「なし」とした。

土壌雨量指数の履歴順位に基づく警報による土砂災害予測の可能性

履歴１位

履歴３位

現在の大雨警報基準（２４時
間降水量）に基づく警報

68%
43%
47%

50%
60%
77%

見逃し率 空振り率

土壌雨量指数
の履歴順位に
基づく警報
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災害発生ポテンシャルの開発・高度化（洪水）

解析雨量・降水短時
間予報から、格子毎
に、河川に流れ込む
水量を推定

上流からの流量や地形、
河川の幅から河川流速や
流量を推定
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天神橋水位から求めた流量

08時からの雨量予測に基づく流量相当値の予測

10時からの雨量予測に基づく流量相当値の予測

雨量観測値から求めた流量相当値

雨量予測に基づく河川流量相当値の予測
平成１６年７月福井豪雨

美山（アメダス）における１時間降水量（mm）

水位観測（足羽川天神橋）から推定した流量（m3/s）と

雨量から求めた流量相当値の予測

日時
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40

60

80
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□□県土砂災害警戒情報第×号 　 　　平 成△△ 年□ 月□日 □時□ 分

△ △県　 △△地 方気 象台　 共同発 表
警 戒対 象市町 村：○ ○市 、×× 町

今 後2時 間以 内に、 大雨に よる 土砂災 害の危 険度が 非常 に高く なる見 込み です。
土 砂災 害危険 箇所及 びそ の周辺 では厳 重に 警戒し て下さ い。 警戒対 象市町 村

で の今 後３時 間以内 の最 大1時間 雨量 は多い ところ で60m mです 。

問 い合 わ せ先
○ ○○ -○ ○ ○-○ ○ ○○ (□ □ 県砂 防 課)
× ×× -× × ×-× × ×× (□ □ 地方 気 象台 )

20 km / h

3 0k m /h

実況 強雨 域

（1時 間30 mm 以上 ）

△△ 地震 の際 に震度 4
以上 となっ た地域

凡例

発表 対象 市町 村

長さ は1時 間の

移動 距離 に対応

市町村

都道府県

地域防災リーダー

地域防災ネット、
インターネットなど

事業者等

携帯電話回線など

消防庁 連携

衛星通信
（地域衛星通信ネットワーク）

○複数ルートによる情報共有
○迅速・確実な情報伝達
○防災現場の状況変化に応じた、

適時・適切な気象情報の提供

図表を活用した詳細でわかりやすい情報

携帯電話サービスでの利用に供する
フォーマットデータでの提供

　　

　

　

　

□□県土砂災害警戒情報第×号 　　　平成△△年□月□日□時□分

△△県　△△地方気象台　共同発表

警戒対象市町村：○○市、××町
今後2時間以内に、大雨による土砂災害の危険度が非常に高くなる見込みです。

土砂災害危険箇所及びその周辺では厳重に警戒して下さい。警戒対象市町村

での今後３時間以内の最大1時間雨量は多いところで60mmです。

問い合わせ先
○○○-○○○-○○○○(□□県砂防課)
×××-×××-××××(□□地方気象台)

20km/h

30km/h

実況強雨域
（1時間30mm以上）

△△地震の際に震度4
以上となった地域

凡例

発表対象市町村

長さは1時間の

移動距離に対応

防災気象情報
共有システム

（気象庁）

該当する地域の詳細データを表示

◇防災現場での観測・

　災害情報を収集

連携

◇緊急情報を防災担当ま
で迅速・確実に伝達

◇充実した地域防災向け
情報を提供

◇警戒すべき
　時間が一目で

◇非常時でも迅速
・確実に伝達

◇緊急情報を報知

○○市大雨警報発
表中

最新のＩＴ・情報通信インフラを活用した防災気象情報
共有システムの構築

防災気象情報共有による都道府県・市町村への支援

　　　　災害時における気象状況の
解説等の推進

○都道府県等への要員の派遣に
よる国・都道府県・市町村の連携
強化・情報共有

○市町村との間でホットライン等を
通じ、相互に情報交換

地方気象台等
防災気象の専門家が最新
資料を駆使して状況把握
と予測を検討

都道府県

市町村随時電話等による
解説等

災害対策本部など
に職員を派遣
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防災気象情報に関する普及・啓発の推進

パンフレットの作成・配布、説明
会、訓練等あらゆる機会を捉え
て普及・啓発を推進。

大気・海洋の現象や防災気象
情報について、防災機関や国
民の理解を一層進め、伝えら
れた情報の有効利用を図る必
要がある。

災害をもたらす豪
雨等の現象の理
解

雨量、風速、潮位
等のデータと人、
家屋等への影響
の関係

過去の災害にお
ける教訓の共有

気象庁が発表す
る情報の持つ意
味・位置づけ
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今後のスケジュール
平成１７年２月１４日　第６回気象分科会
平成１７年３月末　　　評価書公表

第1章 政策レビューの対象と枠組み
　1.1 政策評価のテーマ
　1.2 政策評価の対象施策と評価の観点

第2章 現在の防災気象情報
　2.1 台風に関する気象情報
　2.2 豪雨に関する気象情報

第3章 施策の評価
　3.1 改善に向けた最近の取り組み
　3.2 台風に関する気象情報の課題
　3.3 豪雨に関する気象情報の課題
　3.4 各情報共通の課題

第4章 改善の方向性
　4.1 台風に関する気象情報
　4.2 豪雨に関する気象情報
　4.3 各情報共通の技術基盤の強化

評価書構成案

台風・豪雨等に関する気象情報の充実
－災害による被害軽減について－


